
締めくくり質疑（令和5年9月25日）
熊本市附属機関設置条例の一部改正
● 熊本市宿泊税検討委員会

令和4年度熊本市各会計（公営企業会計を除く。）決算
● 市庁舎整備における耐震性能    ● 温暖化対策     ● 物価高騰対策
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●防災士養成講座
近年の防災意識の高まりなどを踏まえ、講座の開催回数
や募集定員増に向けた取り組みを求めたい。また、受講
条件については熊本市在住者に限らず、市外在住の本市
への通勤者も対象となるよう検討を求めたい。

●防災会議開催経費
防災会議における女性の参画率向上につながるよう、女
性参画の意義を周知するとともに、他都市の取り組み事
例を参考にするなど、関係団体への働きかけについて工
夫を求めたい。

●熊本市犯罪被害者等支援条例の制定
犯罪被害者などが行うさまざまな手続きにおいては、
人的な支援体制の構築や窓口のワンストップ化と
いった負担軽減策について検討してもらいたい。

●熊本市自治基本条例の一部改正
今後も外国人などへの偏見や差別のない多文化共生社会
の実現を目指し、鋭意取り組んでもらいたい。
また、まちづくりの観点においても、多様な人々が主体的
に参画できるよう努めてもらいたい。

●熊本市こども計画の策定
本市がこれまで行ってきた既存のこど
も施策事業の取り組み内容を踏まえ、
本市の子育て支援の特色を生かした計
画となるよう努めてもらいたい。

●重症心身障がい児等在宅支援事業
医療型短期入所施設への補助については、事業所の安定的な
運営が重要であるため、本市独自の補助制度の創設も含め、
新設時のみならず継続的に行政からの支援を実施してもらい
たい。

●市民リサイクル活動助成
登録団体数が減少傾向にあるが、地域コミュニ
ティの拡充や活性化に資するよう、登録増に向け
た積極的な制度周知に努めてもらいたい。

●半導体関連企業進出に係る調査
台湾現地での企業の水資源利用状況の把握や対策
などの研究にあたっては、今後、環境局のみならず、
上下水道局とも連携して取り組んでもらいたい。

●宿泊税検討委員会の設置
宿泊税の導入に向けては、他都市の状況や検討委員会の意見
などを十分に踏まえながら慎重に検討を進めるとともに、制
度設計にあたっては、関係者の理解を得られるよう、宿泊税を
観光振興により効果の高い施策へ充当してもらいたい。

●旅行者の誘客・滞在の促進
台湾からのインバウンドの定着のためにも、アウトバウ
ンドの拡大に資する全庁的な取り組みについて検討す
るとともに、インバウンドのさらなる拡大を見据え、訪日
観光客の滞在日数増加に向けた取り組みを求めたい。

●10分・20分構想
10分・20分構想の実施は、多額の費用が想定される
ことから、市民に対し計画段階から丁寧な説明と意見
聴取を行ってもらいたい。

●三年坂通りでの倒木
職員が現場に到着するまでにかなりの時間
を要したことから、通報があった際には、迅速
に対応できるよう、職員体制を整備してもら
いたい。

分科会・委員会の審査概要

共 産 党
業務職や非正規労働者の処遇改善や
介護保険の負担軽減は急ぐべき

質
疑1

保育士・看護師などのケア労働者の処遇改善と、学校現場の学期雇用
はじめ市の業務職を中心にした非正規労働者の処遇改善を。公契約条
例を制定して、委託先で働く人の処遇改善を。介護保険会計の基金80
億円を活用し、次年度からの介護保険料は負担軽減を。

参 政 党
環境保全型農業直接支払交付金拡大の取り組みについて質

疑1
本交付金の利用は毎年、近似値で推移してい
る。有機農業推進のため、さらなる制度の利用
拡充や周知方法の見直しなどを行うべき。

みらい創造青少年キャリア育成支援事業について質
疑2

本事業は、青少年が地元熊本での就業を考える大きな契機。今後は
オンラインのみでなく、リアルな企業見学なども取り入れるべき。
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議 案 番 号・件 名

議第163号
議第171号
議第173号

議第175号

令和５年度熊本市一般会計補正予算
熊本市自治基本条例の一部改正について
熊本市犯罪被害者等支援条例の制定について
熊本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について
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主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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11月30日(木)～12月20日(水)第4回定例会は、
詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

市議会からのお知らせ

★傍聴についてのご案内
本会議を傍聴希望の方は、本会議の開催される日に議会棟5階、受付にお越
しください。なお、傍聴される場合は、手洗いや手指の消毒の新型コロナウイ
ルス感染症対策にご協力をお願いいたします。

★点字・音声版を発行しています
希望される方は、下記の議会局までお電話いただくか、必要事項(住所・氏名・
電話番号・点字か音声のどちらを希望するか)を記載の上、メール・ＦＡＸ・郵便に
てご連絡ください。

★会議録の閲覧ができます
平成３年以降の定例会・臨時会会議録及び平成１５年５月以降の各委員会会議
録を熊本市議会ホームページに掲載しています。それより以前の分について
は、議会図書室等で閲覧することができます。

★インターネット中継をしています
定例会、臨時会の本会議及び予算決算委員会は、熊本市議会ホームページで生中
継・録画中継を行っています。また、委員会は、無料動画配信サービス（YouTube）
にて配信しています。詳しくは熊本市議会ホームページをご覧ください。

★皆様のご意見をお寄せください
市議会だよりをさらに良いものにしていくためにご意見・ご感想を募集してお
ります。
送付先：下記の議会局までお願いします。

〒８６０-８６０１ 熊本市中央区手取本町１番１号
ＴＥＬ．０９６-３２８-２６８４（議会局政策調査課）
ＦＡＸ．０９６-３２４-３２８４

発　　 行／熊本市議会
編集・文責／熊本市議会広報委員会

電子メール 
gikaiseisakuchousa@city.kumamoto.lg.jp

 今年の5月より二度目の広報委員とな
りました、髙本一臣です。市民の皆さま
が、議会の存在を身近に感じ、関心を
持っていただけるよう、「より分かりやす
い」議会だよりを目指してまいります。
 市政だよりともども、よろしくお願い致
します。
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髙本 一臣　議会広報委員

島津哲也委員長 山内勝志委員 古川智子委員

中川栄一郎委員 木庭功二委員松本幸隆委員 菊地渚沙委員 村上麿委員

伊藤和仁副委員長 髙本一臣委員

　公職選挙法の規定により、議員が年賀状等のあいさつ状を出すことは制限されておりますことから、年末年始のごあいさつは失礼させていただきます。
　皆様にはご理解いただきますようお願い申し上げます。

次のような事項に
つきまして、

公職選挙法で
禁止されています。

議員の寄付禁止 時候の挨拶状の禁止
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　●答礼のための自筆によるもの
　　を除き、議員が年賀状や寒中
　　見舞い等時候のあいさつ状を
　　出すこと。

　●本人が出席しない場合の結婚祝や香典
　●地域の行事(祭り等)への寄付(御樽)や差し入れ
　●葬式の花輪、供花　●病気見舞い
　●入学、卒業祝い　　●お中元やお歳暮

予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門
別に行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。

潜在保育士の掘り起こしに向けて質
疑６

保育士不足は問題であることから、潜在保育士の掘り起こしのための
新たな対策は。

子育て支援優良企業認定制度の周知広報について質
疑７

子育て支援優良企業を認知していくため、周知、広報が肝心である。

教育の情報化推進経費について質
疑８

こどもたちの学びのためにも、ICT教育に関わる適正予算の確保は重
要である。限られた予算を効果的に利用するための工夫・取り組みを
今後もお願いしたい。

骨髄等移植ドナー助成事業について質
疑９

移植に要する期間は１週間程度かかるため、その期間、ドナーに休暇
を与えた勤務先の会社にも助成をするべき。

本会議中継 委員会中継 会議録

スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

スマートフォン等で読み込むことで、インターネット中継の録画映像をご覧いただけます。高校進学支援金について質
疑2

必要とする世帯に進学支援金を漏れなく支給できるよう、より効果的
な周知に取り組み、支給額引き上げも検討していただきたい。

高齢者が安心して利用できる介護サービスについて質
疑3

まれに寄り添ってくれないケアマネージャーがいる中で、安心して利
用できる支援をお願いしたい。

フッ化物洗口の対象学年の拡大4
むし歯予防のため、フッ化物洗口の対象学
年を拡大してはどうか。

質
疑

特定健診受診率向上に向けて5
特定健診の目的から、40、50代の国民健康保険被保険者の受診率の
さらなる向上策が必要。

質
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可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第３回定例会では、２件の意見書が可決（内１件が全会一致）されました。

発議第１６号

発議第17号

地方財政の充実・強化に関する意見書について

脱炭素と自然再興に貢献する循環型経済（サーキュラーエコノミー）の推進を求める意見書について
※発議第16号は、
　全会一致で可決されました。

就業構造基本調査について質
疑1

働きながらの介護が困難とならないよう、データに基づいた政策立
案を関係各課と連携をとっていただきたい。

公 明 党


